
１．市販されているポビドンヨード剤（水産用イソジン液10%等）を用意する

２．消毒用水槽に清浄な水を入れ、有効ヨウ素濃度50ppmになるように加える
（水産用イソジン液10%の場合は水１トン当たり５リットルを加える）

３．卵を上記の消毒液に漬けた後ゆっくり動かし、卵と消毒液が十分に接するようにする

４．15分後、消毒液から取り出し、ウイルスのいない池に収容する

ポビドンヨード剤によるニシキゴイ卵の消毒

注意事項

ア

 

消毒は日陰で行う。（ヨード剤は直射日光で効力が落ちる）
イ

 

消毒液は１回ごとに換える。
ウ

 

使用後の消毒液は、ハイポで色が消えるまで中和してから捨てる。
エ

 

稚魚、成魚には著しい毒性があるので、十分注意する。
オ

 

消毒に用いる水は清浄な水とし、使用前にキンラン等を清浄な水で洗う。
（汚れがあると消毒剤の効力が落ちるため）

カ

 

消毒後の卵を元のコイや消毒前の卵が入っていた池に戻さないこと。
キ

 

消毒は発眼期もしくは受精１４時間前後に行うことが望ましい。少なくとも
受精直後およびふ化直前には行わない。

ク

 

卵の取り扱いは丁寧に行い、できるだけ卵に衝撃を与えない。
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